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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 36,918 ― 424 ― 774 ― △128 ―

20年3月期第3四半期 35,675 8.2 1,060 △33.9 1,192 △30.9 725 △23.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △3.77 ―

20年3月期第3四半期 21.32 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 54,079 19,887 36.8 577.42
20年3月期 50,892 21,221 41.0 612.46

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  19,896百万円 20年3月期  20,857百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 4.00 7.00
21年3月期 ― 3.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 2.00 5.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 8.5 300 △72.6 600 △49.5 △550 ― △16.13

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

（注）詳細は、３ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があり
ます。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  34,587,433株 20年3月期  34,148,410株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  129,969株 20年3月期  93,631株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  34,167,515株 20年3月期第3四半期  34,045,956株
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定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、米国大手証券会社の破綻に端を発した世界的な金融不安が

急速な円高や株価の大幅な下落をもたらし、また、企業業績の悪化による設備投資の減少、深刻な雇用問題の発生

など景気は減速傾向のまま推移いたしました。 

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、公共工事の削減に加え、鋼材などの高騰や景気悪化に伴う建

設着工の延期や中止など、全体として厳しい状況のまま推移いたしました。 

このような状況の下、当社グループといたしましては、「2007～2009年度デイ・シイグループ中期経営計画」で

掲げた基本方針に基づき、事業規模の拡大、収益構造の改善、企業価値の増大などに努めました。また、リサイク

ル資源活用による環境負荷の低減にも取り組んでまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は36,918百万円、営業利益は424百万

円、経常利益は774百万円となりましたが、投資有価証券の評価減など特別損失410百万円を計上したため、四半期

純損失は128百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの状況は、次のとおりであります。 

  

１．セメント関連事業 

当事業におきましては、販売価格の適正化並びに販売数量の確保に鋭意取り組みました。また、生産面におきま

しても、更なるコスト削減対策に取り組むとともに製造設備の老朽化対策工事等を実施し、安定生産に注力しまし

た。この結果、売上高は10,620百万円、営業利益は406百万円となりました。 

  

２．骨材事業 

当事業におきましては、建設需要は落ち込んだものの、販売価格の適正化や製造原価の低減に努めました。この

結果、売上高は8,251百万円、営業利益は38百万円となりました。  

  

３．環境リサイクル事業 

当事業におきましては、収集力の強化を図り、主要取扱品目である建設発生土の取扱数量の確保に努めたものの

処理単価は全体として下落しました。この結果、売上高は5,065百万円、営業利益は375百万円となりました。 

  

４．不動産賃貸事業 

当事業におきましては、不動産の有効活用に鋭意取り組んだ結果、売上高は609百万円、営業利益は332百万円と

なりました。 

  

５．生コンクリート・コンクリート二次製品事業 

生コンクリート事業におきましては、マンション等の建設需要が減少したため、販売数量は低調のまま推移しま

した。また、コンクリート二次製品事業におきましても、住宅着工件数の減少により化粧ブロック等の販売数量が

減少しました。この結果、売上高は10,101百万円、営業損失は354百万円となりました。 

なお、第２四半期連結会計期間より大東コンクリートヒダ興業㈱が、当第３四半期連結会計期間よりＤＣＭ生コ

ンホールディング㈱、神奈川太平洋生コン㈱及び藤沢生コン㈱が連結子会社となり、当事業に含まれております。

  

６．管路事業 

当事業におきましては、建設需要の低迷により販売数量が減少したことに加え、販売価格も下落した結果、売上

高は2,139百万円、営業損失は280百万円となりました。 

  

７．その他事業 

第１四半期連結会計期間より三協マテリアル㈱が新たに連結子会社に含まれたことに伴い、「その他事業」を追

加いたしました。同社におきましては、建設用資材等の販売並びに建設工事に関するコンサルタント業務を主力と

して行っております。また、「骨材事業」の業績をより適切に反映するため、「骨材事業」の区分に属していた輸

出入業務を「その他事業」の区分に変更しました。当第３四半期連結累計期間の売上高は131百万円、営業損失は

78百万円となりました 
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当第３四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ3,186百万円増加し、54,079百万円となりまし

た。その主な要因は、受取手形及び売掛金の増加2,721百万円であります。 

負債につきましては、前連結会計年度末と比べ4,521百万円増加し、34,191百万円となりました。その主な要因

は、支払手形及び買掛金の増加2,593百万円であります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末と比べ1,334百万円減少し、19,887百万円となりました。その主な要因

は、その他有価証券評価差額金の減少710百万円であります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、2,022百万円であります。 

その主なものは、減価償却費1,939百万円によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、2,987百万円であります。 

その主なものは、有形固定資産の取得による支出2,956百万円によるものであります。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、645百万円であります。 

その主なものは、借入金の純増額867百万円によるものであります。 

  

 平成20年11月６日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。  

  

 該当事項はありません。   

   

簡便な会計処理 

①たな卸資産の評価方法 

第３四半期連結会計期間末におけるたな卸高は、第２四半期連結会計期間末の実地たな卸の残高を基礎と

して、第３四半期連結会計期間末までのたな卸資産の受払結果から算出しております。  

②経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。  

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の算定については、加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定して算定しております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断は、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを使用しております。  

   

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（会計処理基準の関する事項の変更） 

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 通常の販売目的で保有するたな卸資産の評価基準及び評価方法については、従来、主として移動平均法に

よる原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算出しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞ

れ14百万円減少しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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（追加情報） 

当社及び連結子会社は、平成20年度の法人税法改正を契機に有形固定資産の耐用年数を見直し、第１四半期

連結会計期間より、耐用年数を変更しております。 

この変更により、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それ

ぞれ275百万円減少しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,316 2,643

受取手形及び売掛金 13,644 10,923

商品及び製品 1,699 1,499

仕掛品 38 19

原材料及び貯蔵品 1,228 990

その他 588 637

貸倒引当金 △121 △101

流動資産合計 19,393 16,612

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,749 7,342

機械装置及び運搬具（純額） 6,394 6,355

土地 10,037 9,135

建設仮勘定 1,300 1,073

その他（純額） 224 215

有形固定資産合計 25,706 24,121

無形固定資産   

のれん 418 －

その他 2,577 2,685

無形固定資産合計 2,996 2,685

投資その他の資産   

投資有価証券 4,803 6,239

その他 1,308 1,373

貸倒引当金 △127 △138

投資損失引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 5,982 7,472

固定資産合計 34,685 34,280

資産合計 54,079 50,892
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,471 5,877

短期借入金 9,826 11,843

未払法人税等 286 115

引当金 147 176

その他 3,991 3,155

流動負債合計 22,723 21,168

固定負債   

長期借入金 5,877 2,074

退職給付引当金 1,471 1,388

その他の引当金 495 550

負ののれん 1,850 2,110

その他 1,773 2,379

固定負債合計 11,468 8,502

負債合計 34,191 29,670

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,013 4,013

資本剰余金 5,043 4,909

利益剰余金 10,867 11,241

自己株式 △37 △28

株主資本合計 19,885 20,136

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,252 1,963

土地再評価差額金 △1,242 △1,242

評価・換算差額等合計 10 720

少数株主持分 △9 364

純資産合計 19,887 21,221

負債純資産合計 54,079 50,892
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 36,918

売上原価 29,924

売上総利益 6,994

販売費及び一般管理費 6,569

営業利益 424

営業外収益  

受取利息 12

受取配当金 121

負ののれん償却額 353

持分法による投資利益 10

その他 114

営業外収益合計 613

営業外費用  

支払利息 193

その他 70

営業外費用合計 263

経常利益 774

特別利益  

貸倒引当金戻入額 20

その他 12

特別利益合計 33

特別損失  

投資有価証券評価損 249

固定資産除売却損 28

減損損失 3

その他 129

特別損失合計 410

税金等調整前四半期純利益 396

法人税、住民税及び事業税 529

法人税等調整額 48

法人税等合計 578

少数株主損失（△） △52

四半期純損失（△） △128
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 396

減価償却費 1,939

負ののれん償却額 △316

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 66

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △80

受取利息及び受取配当金 △134

支払利息 193

持分法による投資損益（△は益） △10

その他の引当金の増減額（△は減少） △39

有形固定資産売却損益（△は益） △1

有形固定資産除却損 28

減損損失 3

投資有価証券売却損益（△は益） △0

為替差損益（△は益） 6

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 249

売上債権の増減額（△は増加） △2,404

たな卸資産の増減額（△は増加） △216

その他の流動資産の増減額（△は増加） 9

未払消費税等の増減額（△は減少） 2

仕入債務の増減額（△は減少） 2,182

その他の流動負債の増減額（△は減少） 400

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11

預り保証金の増減額（△は減少） 17

その他 98

小計 2,384

利息及び配当金の受取額 133

利息の支払額 △160

法人税等の支払額 △336

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,022
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △2,956

有形固定資産の売却による収入 2

無形固定資産の取得による支出 △9

投資有価証券の取得による支出 △1

投資有価証券の売却による収入 0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△130

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△5

子会社株式の取得による支出 △34

短期貸付金の増減額（△は増加） 2

長期貸付けによる支出 △3

長期貸付金の回収による収入 5

敷金及び保証金の差入による支出 △33

敷金及び保証金の回収による収入 177

その他 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,987

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △595

長期借入れによる収入 5,107

長期借入金の返済による支出 △3,643

少数株主からの払込みによる収入 11

自己株式の取得による支出 △1

自己株式の売却による収入 0

配当金の支払額 △230

少数株主への配当金の支払額 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 645

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △326

現金及び現金同等物の期首残高 2,643

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,316
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

  

（注）１．事業区分の方法の変更 

事業区分の方法については、従来、製品の性質等の類似性に基づいて６区分しておりましたが、第１四半

期連結会計期間より三協マテリアル㈱を新たに連結の範囲に含めたことに伴い、「その他事業」を新設いた

しました。また、「骨材事業」の業績をより適切に反映するため、「骨材事業」の区分に属していた輸出入

業務を、「その他事業」の区分に変更しております。 

この結果、従来の方法に比較して当第３四半期連結累計期間の売上高は、「骨材事業」が84百万円減少

し、「その他事業」が同額増加しております。また、営業利益は「骨材事業」が56百万円、営業損失は「そ

の他事業」が同額、それぞれ増加しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
セメント 
関連事業 
（百万円） 

骨材事業
（百万円） 

環境リサイクル
事業 

（百万円） 

不動産賃貸事業 
（百万円） 

生コンクリー
ト・コンクリー
ト二次製品事業
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  10,620  8,251  5,065  609  10,101

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 739  499  163  144  176

計  11,359  8,751  5,228  753  10,277

営業利益（又は営業損失）  406  38  375  332  △354

  
管路事業 
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  2,139  131  36,918  －  36,918

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 0  －  1,723 (△1,723)  －

計  2,140  131  38,642 (△1,723)  36,918

営業利益（又は営業損失）  △280  △78  438 (△13)  424
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２．各事業の主な製品 

３．会計処理の方法の変更 

 （たな卸資産の評価に関する会計基準） 

３ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・

手続、表示方法等の変更（会計処理基準に関する事項の変更）②」に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用しておりま

す。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失が管路事業で14百万円増加しております。 

４．追加情報 

３ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・

手続、表示方法等の変更（追加情報）」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用

年数を変更しております。これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営

業利益（又は営業損失）が、セメント関連事業で259百万円、骨材事業で13百万円、管路事業で２百万円そ

れぞれ減少（又は増加）しております。 

５．第２四半期連結会計期間において、大東コンクリートヒダ興業㈱が連結子会社となったことにより、生コン

クリート・コンクリート二次製品事業における資産の金額が359百万円及び管路事業における資産の金額が985

百万円増加しております。。当第３四半期連結会計期間において、ＤＣＭ生コンホールディング㈱、神奈川太

平洋生コン㈱及び藤沢生コン㈱が連結子会社となったことにより、生コンクリート・コンクリート二次製品事

業における資産の金額が1,757百万円増加しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。   

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。   

  

 事業区分  主要製品 

セメント関連事業  セメント、セラメント・固化材等スラグ関連製品他  

骨材事業  粗目砂、細目砂、砂利、砕石他  

環境リサイクル事業  リサイクル品の再資源化  

不動産賃貸事業  建物賃貸他  

生コンクリート・コンクリート二次製品事業  生コンクリート、化粧ブロック、舗装用ブロック他  

管路事業  管路製品他  

その他事業  建設用資材等輸出入、コンサルタント業務  

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  

  

  

  

  

  

  

  

科目 

前年同四半期
（平成20年３月期 
第３四半期） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  35,675

Ⅱ 売上原価  28,820

売上総利益  6,854

Ⅲ 販売費及び一般管理費  5,793

営業利益  1,060

Ⅳ 営業外収益  406

Ⅴ 営業外費用  274

経常利益  1,192

Ⅵ 特別利益  297

Ⅶ 特別損失  118

税金等調整前四半期純利益  1,371

税金費用  633

少数株主損益  11

四半期純利益  725
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